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                        丹波篠山市立 篠山幼稚園 

                              園長 小 林 義 則  

１ 幼稚園・認定こども園教育目標等 

【教育目標】 

つながり かがやき 笑顔あふれる  ささやまっ子 

                      ―「ふるさと」でいっぱい体験しようー 

 

２ 今年度の重点目標 

・安全で安心して学べる保育環境づくり       ・幼稚園における協働体制の確立 

・豊かな人間関係や特別支援教育          ・地域とともにある学校・園の推進 

・働きやすい職場づくり 

 

３ 学校自己評価項目の達成及び取組状況 

（達成状況： Ａよく達成できた Ｂ達成できた Ｃ課題がある  Ｄ改善を要する） 

分 野 評価項目 達成状況 取組状況・改善方策   

豊 か な

人 間 関

係 

異年齢保育を活かし、互

いに育ち合う関係作り 

 

 

Ａ 

・年長児と年少児が一緒に生活することで

様々な場面で助け合う姿があった。 

・年長児が意見を出して遊びを進める機会を

大切にしたり、年少児が自分なりに意見が言

えたりするような環境や場を設定した。 

体 験 的

な活動 

身近な自然を活かした主

体的な遊びの推進 

 

人との関わりを深めるた

めの保育の展開 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

・園外へ散歩に積極的に出掛けたことで、様々

な自然物や生き物に興味を深め、遊びを自分

達で進めている姿が見られた。 

・地域の方々と花壇の花を植えたり、季節の

果物や実を収穫したり、いただいたり多くの

方々とつながり多くの体験をすることができ

た。 

・ゲストティーチャーを招聘したり、地域に

出かけ季節の移り変わりを感じたり、地域の

方とのとつながりを深め楽しく活動すること

ができた。 

家庭・地

域 と の

連携 

家庭との連携 

 

幼児教育の発信 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

・ドキュメンテーションやマインドマップを

作成し、出入口に置いておくことで保護者に

見ていただくことができた。また、子どもの

学びや自分の保育を振り返ることができた。 

・ゲストティーチャーを招聘したり、地域に

出かけ季節の移り変わりを感じたり、地域の

方とのとつながりを深め楽しく活動すること

ができた。 

・地域の方とのつながりを持ち、持続的で無

理のない交流や連携に取り組んだ。 

・学校園だよりを毎月発行し、園児の様子を

全戸配布し、玄関校門の掲示板に掲示し、地

域へ発信をした。 

・掲示板を活用し、園の情報発信を行った。 

 



４ 幼稚園・認定こども園における学校関係者評価結果 

（１） 重点目標についての評価 

・一人一人を丁寧にサポートできるのは、少人数の強み。今年度も多くの行事に取り組んでこら

れている。引き続き少人数の良さを生かしていろいろなことに挑戦させてやってほしい 

・家族では見られない子どもの様子を保護者として知れることはうれしいことである。それらを

よりよくしていくために地域や家庭とつながっていただき信頼関係を築き、親子ともども成長で

きる機会としていただきたい。 

・安全管理につきましては予測不能な事件や災害が起こりえる現代です。あらゆることに気は付

けていただいていますが、十分に気をつけていただきたいです。 

 

 

（２） 総合的な評価（意見・感想） 

・園評価のなかで「園活動を通じて子どもが心身ともに成長している」と感じておられる保護者

が 100％なのは素晴らしい結果だと思います。教職員のみなさんの日頃の努力が結んだ結果。素

晴らしい状況であると感じています。 

・「気持ちに寄り添う」の評価が１００％と最高評価になっています。素晴らしいです。課題も

感じておられるようですが、今後とも継続して取り組んでほしいと思います。 

・地域の人間の目から見ると園児らしい人懐っこさがありよいと思います。この年齢の時期は人

懐っこさが大事だと思う。 

 

（３） 学校自己評価の結果及び改善方策についての評価 

評 価 項 目 学校自己評価の結果及び改善方策についての評価 

 

 

 

安全安心な園 

・大切な幼児の命を守る。避難訓練や事故防止等について

も信頼度は 100％と大変喜ばしい限りです。安全指導事例

を取り入れた研修の計画など前向きな取組に好感と期待が

持てる。 

・基本的生活習慣の自立は集団生活を行う上で基本です。

心の育成についても大切です。その両方が教職員・保護者

ともに高い満足度を得ていることは大変好ましいことであ

る。平素の園の取組の良さが高く評価されている。 

 

 

 

体験を通じた活動の充実 

 

・今後も多様な人とつながって様々な体験をしたり、身近

な自然の中で夢中になって遊んだりする体験を積極的に実

施していってほしい。 

・様々な体験や経験を通して子どもたちは時間の流れを感

じられるようになってきている。その日だけのことから週

間予定、月間予定まで先を見通した行動や発言が見られる

ようになってきた。すごいなって感じる。 

 

 

 

 

 

地域に開かれた園づくり 

・小学校と他園との交流・連携も円滑に行われていること

がわかる。令和 9 年度の統合に向けて心強く感じている。

今後ともよろしくお願いしたい。教育委員会にも見通しを

もって取り組んでいただき、よい 3 園統合に向け進めてい

っていただきたい。 

・相談しやすい雰囲気作りで保護者は１００％満足されて

いるのに、もっとできる事があると答えておられる方が教

職員の中におられる。さらなる高い目標を目指す教職員の

皆様に敬意を表したい。 

・地域との連携は積極的に実施できている。子は地域の宝。

今後も連携を深めていきたい。 

 


